
中央本部は本日、２０２４年度夏季手当の要求として「基準内賃金×
２．９カ月分」を申し入れました。申し入れに際して髙木委員長は「春
闘においてベアが実施されたが、物価上昇には全く追いついておらず、
組合員の生活は一層厳しくなっている。昨年度決算は外部環境の悪化が
大きく影響したが、組合員の責任ではない。職場では要員不足の中、経
費削減や度重なる輸送障害にも対応し、必死に安全・安定輸送を確保し
てきた。２０２４年問題の追い風を受けてＪＲ貨物を飛躍させるために
は、計画達成にむけて奮闘する組合員のモチベーションを向上させると
共に、離職を防止し優秀な人材を確保する必要がある。会社は組合員の
おかれた厳しい現実を真摯に受け止め、誠意ある団体交渉を積み重ね、
組合員が納得できる回答を求める」と述べ、要求書を提出しました。

≪準備ゾーン≫ 第１回交渉（申し入れ・収入動向）～第２回交渉（要求の根拠）

☆執行委員会や常任委員会での意思統一
☆職場集会や座談会を通じた組合員への周知

次回、第２回交渉は５月２３日（木）です。

ＪＲ貨物労組

日本貨物鉄道労働組合 中央本部組織部
組織部速報 ２０２４年５月１６日
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基準内賃金×

２．９カ月
回答指定日： ６月１３日（木曜日）とする。
支払指定日： ７月 ５日（金曜日）とする。

http://www.jrfu.net/

２０２４年度夏季手当
申し入れを行なう！
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